
一
保
育
所
と
第
二
保
育
所
を

統
合
し
て
定
員
を
２
０
０
名

と
す
る
保
育
施
設
の
開
設
を

目
指
し
て
お
り
、
平
成
29
年

度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
を

事
業
期
間
と
し
て
、
子
ど
も

を
安
全
に
保
育
・
教
育
す
る

環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

開
設
後
は
、
児
童
数
の
推

移
等
を
考
慮
し
な
が
ら
幼
稚

園
と
の
統
合
を
進
め
、
認
定

こ
ど
も
園
（
幼
稚
園
と
保
育

所
の
両
方
の
良

さ
を
併
せ
持
つ

施
設
）
に
移
行

し
て
い
き
ま
す
。

　

御
影
保
育
所

は
、
平
成
31
年

度
を
目
途
に
認

定
こ
ど
も
園
に

移
行
し
ま
す
。

　

議
員
か
ら
は
、

町
民
意
見
の
聴

議 会 だ よ り 清水町
2017年（平成29年）11月

No.151
■発行　北海道清水町議会
■編集　清水町議会運営委員会
〒089-0192 上川郡清水町南4条2丁目
☎62-3317　FAX62-5160

第８回定例会

町は新たな保育施設を、第一保育所遊
戯室側の奥にある町有地（一部民有地
を購入予定）に建設する考えを示した

　

第
８
回
定
例
会
は
９
月
13
日
か
ら
28
日
ま
で
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
か
ら
は
行
政
報
告
３
件
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、
報
告
２
件
、
一
般
会
計
を
含
む
６

会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正
３
件
、
決
算
認
定
６
件
、
人
事
案
件
な
ど

の
提
案
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

保
育
施
設
の
統
合
、
認
定
こ
ど
も
園
の

開
設
に
向
け
て
始
動  

◇高速バス待合室建設用資材
◇道路等補修工事
◇町道わだち掘等舗装補修工事
◇社会体育施設修繕料
◇災害廃棄物処理等委託料
◇衆議院議員選挙費
◇道路橋梁河川災害復旧費（台風18号）
◇農業用施設災害復旧費（台風18号）
◇水道復旧事業支出金（繰出金）
◇農地・農業用施設災害復旧工事

一般会計
（６・７回目の補正）

60万円の増額
400万円の増額
500万円の増額
100万円の増額
100万円の増額

1,032万円の増額
398万円の増額
235万円の増額
125万円の増額
600万円の増額

2億 5,901万円 増
総額85億5,409万円

一般会計の主な補正（本文記載以外の歳出）

平成29年度　補正予算

般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）
は
定
例
会
初

日
（
９
月
13
日
）
に
審
議
が

行
わ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

民
生
費
の
歳
出
で
は
保
育

施
設
建
設
工
事
の
現
況
測
量

委
託
料
に
３
２
４
万
円
、
基

本
設
計
委
託
料
に
６
７
６
万

円
、
用
地
購
入
費
に
１
１
９

４
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
平
成
32
年
４
月
に
第

一

成
28
年
度
の
一
般
会

計
を
含
む
６
会
計
の

決
算
に
つ
い
て
、
９
月
25
日

と
26
日
の
本
会
議
で
審
議
を

行
い
、
採
決
の
結
果
、
全
会

計
を
認
定
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
で
は
、
歳

入
１
０
７
億
３
９
５
４
万
円

に
対
し
、
歳
出
１
０
３
億
９

９
５
７
万
円
と
な
り
、
差
引

残
高
３
億
３
９
９
６
万
円
に

つ
い
て
は
１
億
円
を
財
政
調

平
成
28
年
度
決
算
を
認
定

整
基
金
へ
積
み
立
て
、
残
り

を
平
成
29
年
度
会
計
へ
繰
り

越
す
処
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

債
務
残
高
は
清
水
小
学
校

プ
ー
ル
建
設
事
業
や
西
十
勝

消
防
組
合
本
部
か
ら
の
事
務

承
継
に
よ
り
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
近
年
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　

基
金
残
高
に
つ
い
て
も
増

加
傾
向
に
あ
り
、
本
町
の
財

政
状
況
は
回
復
し
て
き
て
い

取
方
法
、
統
合
後
の
第
二
保

育
所
跡
地
の
活
用
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
側

か
ら
は
「
概
要
が
ま
と
ま
っ

た
ら
、
保
護
者
説
明
会
の
開

催
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
意
見
公
募
）
に
よ
り
意
見

の
聴
取
を
行
い
た
い
。
跡
地

の
活
用
に
つ
い
て
は
町
有
地

を
総
合
的
に
考
え
た
中
で
、

有
効
活
用
で
き
る
よ
う
早
め

に
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、

商
工
費
の
歳
出
で
は
１
年
以

上
町
内
の
賃
貸
住
宅
に
入
居

し
て
い
る
人
が
町
内
に
住
宅

を
新
築
又
は
取
得
す
る
場
合

に
奨
励
金
（
現
金
及
び
商
品

券
、
最
高
80
万
円
）
を
交
付

す
る
、
定
住
促
進
住
宅
取
得

奨
励
金
２
８
０
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

平

補
正
予
算
案
を
可
決
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件 　　名 提出者 審査委員会   結果

適正な地方財政計画の策定を求
める意見書に関する請願につい
て

日本労働組
合総連合会
北海道連合
会清水地区
連合会

総務産業
常任委員会

教職員の長時間労働是正を求め
る意見書に関する請願について

厚生文教
常任委員会

道教委「新たな高校教育に関す
る指針」を抜本的に見直しすべ
ての子どもにゆたかな学びを保
障する高校教育を求める意見書
に関する請願について

厚生文教
常任委員会

第８回定例会 審議結果/行政報告

　９月１日現在の主な作物の生育状況等は、春から好
天が続き概ね順調な生育経過となっている。秋まき小
麦は10アールあたり平均10.3俵、春まき小麦は平均
7.8俵の収量。馬鈴薯は「良」、豆類は「並」、サイレー
ジ用とうもろこしは「やや良」で、収量・品質ともに
期待できる状況である。

台風による被害状況について
　９月18日に道内を横断した台風18号による被害につ
いて、８路線において路肩崩壊等の被害が発生し、河
川についても２河川で河岸の洗掘等の被害が発生した。
農業関連については10圃場、2.0ヘクタールに被害が
あり、排水路については７路線が土砂堆積等の被害を
受けた。作物被害については強風により、デントコー
ンに折損、倒伏、なびき等の被害があった。
　水道施設については、第２浄水場屋上防水シートが
一部はがれる被害を受けた。　

農作物の生育状況等について

行 政 報 告▶▶▶▶▶▶▶▶▶

意見書の提出
　次の意見書は第８回定例会において可決され、議会はこれを関係行
政庁に提出しました。

◆  林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求
める意見書　

◆  適正な地方財政計画の策定を求める意見書
◆  教職員の長時間労働是正を求める意見書　
◆  道教委「新たな高校教育に関する指針」を抜本的に見直しすべ
ての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を求める意見書

保育所児童通所タクシーの単独事故について
　９月25日、保育所児童通所タクシーが跨線橋にある
誘導柱に衝突する事故が発生した。児童５人と臨時職
員１人が乗車しており、児童や運転手にけがはなかっ
たが、臨時職員が打撲により病院を受診し通院している。

請願の審査 条例の一部改正
● 町税条例の一部改正　 
・ 個人町民税の所得割の非課税の範囲等
の規定中、「控除対象配偶者」を「同一
生計配偶者」に変更。
・ 「わがまち特例」により、町が指定する
緑地保全法人等が設置する緑地に係る
固定資産税の課税標準の特例割合を最
初の３年分に限り３分の２とする規定
を追加。

● 自立支援ホームヘルプサービス条例
の一部改正

・ 業務を清水町社会福祉協議会に委託す
るとしていたが、他の社会福祉法人等
にも委託できるように改正。

● 中小企業近代化資金融資条例の一部
改正

・  運転資金について、町が融資利息を助
成する期間を３年４か月間延長。
　（平成33年３月31日まで）

ま
す
が
、
今
後
想
定
さ
れ
る

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
に

は
大
き
な
財
政
需
要
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

　

審
議
の
中
で
各
議
員
か
ら

は
、
税
・
使
用
料
の
収
納
率

向
上
対
策
や
、
各
事
務
事
業

に
つ
い
て
、
当
初
の
目
的
達

成
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
効

率
的
・
効
果
的
に
予
算
が
執

行
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
監
査
委
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
決
算
審
査
意
見
書

の
中
に
、「
各
業
務
に
お
け

る
ミ
ス
防
止
の
た
め
の
工
夫

や
職
員
一
人
ひ
と
り
の
会
計

事
務
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
希

望
す
る
」
と
の
記
載
が
あ
っ

た
こ
と
を
受
け
、
議
員
か
ら

は
、「
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法
を

変
え
る
な
ど
の
ミ
ス
防
止
対

策
を
検
討
し
て
い
る
か
」
と

の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
側
か

ら
は
「
指
摘
さ
れ
た
事
項
に

つ
い
て
は
各
課
長
を
通
じ
て

周
知
徹
底
し
、
個
別
事
項
に

つ
い
て
は
具
体
策
を
検
討
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
台
風
災
害

に
よ
り
災
害
費
が
新
た
に
設

定
さ
れ
、
激
甚
災
害
に
指
定

さ
れ
た
こ
と
か
ら
災
害
復
旧

に
関
連
し
た
大
き
な
支
出
が

相
次
い
だ
ほ
か
、
主
な
事
業

と
し
て
は
清
水
小
学
校
プ
ー

ル
建
設
事
業
、
廃
屋
解
体
撤

去
事
業
、
葬
斎
場
改
修
事
業
、

御
影
診
療
所
リ
ハ
ビ
リ
棟
整

備
事
業
、
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
整
備
事
業
、
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
運
営
事
業
、

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
応
援
大
使
活
用
事
業
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
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第８回定例会
町政を問う！ 一般質問

９
月
定
例
会
で
は
8
人
の
議
員
が
理
事
者
に
対
し
、

15
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
答
弁
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
。

町
政
を
問
う
！

農
地
の
復
旧
状
況

と
今
後
の
対
策

桜井崇裕議員

阿
部
町
長

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
発

動
を
受
け
て
本
町

の
対
応
と
対
策
は

桜
井
崇
裕
　
議
員

阿
部
町
長

清
水
・
帯
広
間
の

路
線
バ
ス
運
行

阿
部
町
長

一
般
質
問

佐藤幸一議員 市街地の防災行政無線屋外
拡声器
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「
新
学
習
指
導
要

領
」の
実
施
に
あ

た
っ
て

第８回定例会
町政を問う！ 一般質問

敬
老
事
業
の

見
直
し

阿
部
町
長

阿
部
町
長

伊
藤
教
育
長

原
　
紀
夫

　
議
員

自
主
防
災
組
織
づ
く

り
に
向
け
た
地
域
担

当
制
度
の
導
入

高
齢
者
の

生
活
支
援

佐
藤
幸
一

　
議
員

阿
部
町
長

原　紀夫議員

木村好孝議員 本年度の敬老会では、保育所児童の遊戯や
各老人クラブ会員の舞踊などが披露された
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阿
部
町
長

旧
し
み
ず
温
泉
フ

ロ
イ
デ
の

施
設
現
状

第８回定例会
町政を問う！ 一般質問

北
村
光
明

　
議
員

阿
部
町
長

阿
部
町
長

北
村
光
明

　
議
員

　阿
部
町
長

自
主
防
災
の

活
動
支
援
と

組
織
づ
く
り

民
生
・
児
童
委
員

制
度
の
理
解
と

協
力
体
制

北
村
光
明
　
議
員

本
町
の
医
療
政
策

北村光明議員

民生委員制度創設100周
年のシンボルマーク

※
広
報
し
み
ず
10
月
号
に
民
生
・

児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

特
集
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

道のりを示す看板（上）と休業中の温泉施設（下）
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※プログラミング教育
コンピュータに動きを指示する
ために使われるプログラムを学
ぶ教育。技術を学ぶだけでなく、
自分が求めることを実現するた
めに必要な動作や記号を考え、
組み合わせながら改善していく、
論理的な「プログラミング的思
考」を育むのが狙いとされてい
る。

阿
部
町
長

必
修
化
さ
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育

奥
秋
康
子

　
議
員

伊
藤
教
育
長

大谷昭宣議員

ア
ラ
イ
グ
マ
駆
除

の
現
状
と
課
題

第８回定例会
町政を問う！ 一般質問

奥秋康子議員

固
定
資
産
台
帳

整
備

阿
部
町
長

捕獲されたアライグマ

カメラに向かって「はいポーズ」
（第一保育所の子どもたち）
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閉会中の委員会活動

総務産業常任委員会

厚生文教常任委員会

（1） 保育施設の整備について
（2）その他所管に関する事項について

議会運営委員会

（1）議会の運営とその諸規定について
（2）議長の諮問に関する事項について

（1）産業人材の確保策について
（2）災害復旧の状況について
（3）その他所管に関する事項について

高橋政悦議員

獣
害
対
策
を
と
り

ま
く
実
情
と
獣
害

対
策
の
ビ
ジ
ョ
ン

阿
部
町
長

人　事

固定資産評価審査委員会委員の
選任に同意
　任期満了に伴い、坪坂修二さん（西清水）を選
任することについて同意を求める町長提案があり、
第８回定例会において議会は同意しました。

議員の賛否公表（賛否が分かれた案件のみ掲載）

坪坂 修二 さん

工事請負契約の締結、議決事項の変更を可決
　平成29年第４回定例会（３月）で議会の議決を経た工事請負契約の締
結について、議決事項の一部（契約金額）を変更したいとの町長提案が
あり、第８回定例会において議会はこれを可決しました。変更の理由は、
流木処理の量が当初予定していた量よりも少なかったことによるものです。
　　【工事名】　円山幹線道路（牧場橋）災害復旧工事
　　【契約金額】　変更前　53,136,000円　→　変更後　51,321,600円
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質疑、意見提言等 調査、検討結果
災害時は議員個々に動くのではなく、マニュアル化し
たもので対応すべきであり、全員でどうするかを条例
に明記しておくことも必要。議員が得た情報を的確に
伝えるべきである。

災害時は執行側と情報を共有し、議会機能を維持しな
ければならないが、議員は立場を踏まえた活動を行う
必要があり、議会の体制を含めた災害時行動マニュア
ル等の作成を検討する。

◇議会には多くの町民より要望があると思うが、意見
交換のテーマについては、多くの町民の意見を求める
テーマを選んでほしい。
◇テーマを設定しないほうがいい。

参加者からの要望もあってテーマを設定しての意見交
換を初めて実施したが、肯定的な意見が多いため、今
後は多くの町民からテーマの要望を聴取した上でテー
マを決定していきたい。

一部の議員が後ろでしゃべっている。邪魔になって議
論が聞こえない時があり、全員前にいたほうがいい。

時間の制約がある中、意見交換しやすいように議員は
２班編成で対応しており、担当以外の議員は会場の後
方で静かに傍聴するようにする。

芽室町の議員が中心となり、昨年の災害をレポートに
した本が出された。清水のほうが書き残さなければな
らないことが多いため、前向きにポジティブに活動し
ていただきたい。

町において「平成28年台風10号大雨災害対応報告書」
が作成されるが、更に書き残すべき事項があれば、反
映されるように働きかけをしていきたい。

こういう場にしても、議会の構成員の高年齢化がとて
も気になる。“行動” できる世代を育てないと地域は永
続していかなくなる。

町村議会における議員のなり手不足が問題になっており、
本町においては議会活性化特別委員会を設置し、活力
ある議会活動に向けた様々な調査・検討を行っている。

３年目になるかと思うが（実際は４年目）、進行も大分
慣れてきたように感じる。一方で責任を追及するよう
な意見が長く続くことが若干ながら気にかかる。場を
変えて処理しないと、時間が足りなくなる。

一人の方の発言が長時間にならないように、司会進行
が発言者をきちんと指名し、より多くの方が発言でき
るように配慮していく。

議会報告会と町民との意見交換会
　議会報告会と町民との意見交換会を５月23日（文化センター）と５月24日（御影公民館）に開催し、
延べ41名の方にご出席いただきました。
　意見交換会で出された質疑や意見・提言等について、議会の回答や検討結果をまとめましたので
その一部を報告します。※報告書は清水町議会のホームページに掲載しています。

報告

議会に対するもの（議会運営委員会で調査、検討）
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議会報告会と町民との意見交換会　報告

質疑、意見提言等 調査、検討結果

町の災害負担は一般財源で７億円以上だが、どうなのか。

台風10号災害に係る財政見通しでは、地方債と一般財
源等の町負担額は1,452,111千円になるが、地方交付
税措置見込額を差し引いた実質の町負担額は104,150
千円と見込まれている。

本町は交通便も悪い。ＪＲ駅の構造にも問題がある。

十勝清水駅のバリアフリー化は、ＪＲと協議しているが、
優先順位があって十勝清水駅の予算化は難しい状況で
あり、方策としてコミュニティバスを御影駅まで運行
している。　

◇コミュニティバスの停留所までが遠いので、見てい
ると利用していない。コミュニティバスを利用してい
る方の意見を聞いたらいいのではないか。
◇高齢者に限らず交通弱者がいる。議員はコミュニテ
ィバスに乗ってみることにより、なぜ人が乗らないの
か問題点が見えてくる、それから政策議論すべきである。
特定の店をひいきしているように見えることもあり、
ルートを変更するべきで、乗りたくても乗れない状況
がある。

議会の常任委員会において、実際にコミュニティバス
に乗車して所管事務調査を行ったことがあり、その後
もルート等について度々課題になっているため、議会
としても高齢者の足の確保策を研究していきたい。

ドローンについて提案したが、現状は。
ドローンは平成29年度に防災備品として購入予定であ
るが、貸し出しの要望もあるため、使用方法を定めて
運用するよう執行側へ伝える。

見えない地域は避難勧告を出さなかったが、かえって
被害が大きいこともあり、精査してマップに反映させ
てほしい。

台風10号災害の被害箇所が明記された防災マップが９
月に完成する予定である。（10月に配布済）

災害時、町内会の人が避難しているところを、個人情
報の問題で教えてもらえないが、町内会長には教えて
ほしい。町内会長が誰でもわかるように腕章を作って
ほしい。避難所が災害にあった時は、次の避難所を決
めてほしい。

避難所等の見直しが行われ、避難伝達の際に避難所が
指定されることになっており、町民が安心して暮らせ
るように、新たに防災マップも作成される。

プレミアム商品券は幅広く使用できない状況にある。
日常生活の生鮮食品等の購入に使用できるようにして
ほしい。

生鮮食品の購入にもプレミアム商品券が使用できるよ
うにとの要望があったことを清水町商工会へ伝える。

除雪は補正を組んで多額の出費をしているが、特に通
学路の除雪に問題がある。子どもにやさしいまちづく
りを基本に、安価でやれる方法を模索すべきである。

除雪作業は基準により行い、通学路は優先的に対応し
ている状況であり、子どもの通学に支障がないように
最大限努力している。

今回の災害は天災か、人災か、メンテナンスをしてい
ないのではないか。

台風10号災害によりペケレベツ川は水位周知河川となり、
浸水想定区域が示されるため、防災計画や防災マップ
の見直しに取り組んでいる。

営農用水の関係も含め、民間との連携が遅れたのでは
ないか。

営農用水はＪＡと連携して進めたが、通信手段の状況
で連絡が遅れたこともあり、教訓として次に生かして
いかなければならない。

町の持ち出しが多くなってくる中、本町の総合計画は
７年目を迎えるので、見直しを働きかけてほしい。財
政の見直しが必要。

激甚災害の指定を受け、地方交付税措置もあって台風
10号災害による総合計画の見直しは必要ないが、実施
計画については、毎年見直しを行っている。

ペケレベツ川の氾濫は今回で３回目である。改修して
いるが同じ造りで、国のほうに申し入れをしてほしい。

ペケレベツ川の復旧工事は説明会も開催されているが、
計画流量が変更され、河道拡幅や法線是正により、被
災流量が流下できる設計になっている。

災害について、議会は町民を一番大事に考えてほしい。
道や国へ強い意見を要望してほしい。

議会でも被害状況を調査し、平成28年10月に国へ災害
対策についての意見書を提出している。

鳥インフルエンザによる産業廃棄物の地下水への影響は。北海道において水質検査等が行われている。

町政に対するもの①（総務産業常任委員会で調査、検討）
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質疑、意見提言等 調査、検討結果
◇運転免許証の返納を勧めるのは家族でも難しい。数
年後は車が進化して、対応できる車ができる。
◇運転免許証返納を進めるのは、かなり乱暴な部分が
あるのではないか。その後どうするのか、時代に逆行
している。
◇歩けなくならないための体操等、総合的に考える必
要がある。
◇高齢になるほど歩かなくなる。運転免許証の返納は
全国的問題である。清水町に合った対応を検討してい
ったらいい。
◇清水町で車がなくなったらどうなるのか。車を運転
できなくなると、コンサルの話では、カップラーメン
の世界になり、最後は栄養失調になる。今後は総合的
に健康のケアをすることが大事になる。

高齢者の運転免許証返納は本人の自覚が必要で難しい
問題であるが、返納者に対するタクシー乗車券助成等
の支援が行われており、議会としても健康面を含めた
本町にふさわしい支援の取り組みを研究していきたい。

議会として、医療経費の削減はできるのか。広域とし
て考えられるか。

医療費の直接的な削減はできないが、予防医療や後発
医薬品の利用拡大等により抑制に努めており、国民健
康保険については、財政基盤の安定化などの目的で平
成30年４月に市町村から北海道の運営に広域化が図ら
れる。

町政に対するもの②（厚生文教常任委員会で調査、検討）

平成28年　意見・提言等 平成28年調査、検討結果 平成29年検証結果
◇（旧羽帯小学校について）水の問題は、ともに園が
使っているので問題ない。トタンが剥がれて危険とい
うのなら、街の中でもあちこちにある。なぜ今すぐ危
険だからと壊されるのか分からない。誰が解体しなけ
ればならないとの判断をしたのか。
◇以前、旧羽帯小学校校舎を使いたいという人がいた。
町の施設はいきなり解体するのではなく、借りたい人
がいるかどうか、公示期間を設ける必要があるのでは
ないか。町の共有財産であり、地域や町内会の判断だ
けでは決められない。

公共施設の解体等について
は、地域を含めた町民への
説明責任を果たし、再利用
の可能性を含め、透明度を
高めた処理に努めるよう執
行側へ伝える。

旧羽帯小学校の解体後は賃
貸施設の事例はないが、公
共施設の解体等に際しては、
十分な説明を行い、透明性
のある処理に努めている状
況である。

◇過去には移動図書もあり、児童生徒に本を提供して
いた。立派な施設なので、利用者を増やすように努力
してほしい。提案として、郡部の公民館に日割りで行き、
本を身近にして利用を増やしてはどうか。
◇図書館を利用して、活用することを考えていただき
たい。

本町の図書館は十勝管内で
も上位の蔵書数であり、図
書館利用の一層の拡大を目
指して取り組むよう執行側
へ伝える。

既定予算の中で内容を工夫
して取り組んでおり、少子
化や台風災害があって利用
は伸びていないが、引き続
き図書館利用の拡大に向け
て努力している。

◇農業問題のクラスターは、清水町としてどこまでや
ろうとしているのか。
◇芽室町はＧＰＳを使ったトラクター作業をやっている。
農業人口が減っていく中、もっと取り組んだほうがい
いのではないか。

畜産クラスター事業は本町
でも協議会を組織して対応
しているが、生産者の要望
に添うように協議会で精査
して進めてほしい旨、執行
側へ伝える。

清水町地域畜産振興クラス
ター協議会において農業者
の要望を聴取し、農業機械
導入等の畜産クラスター事
業に取り組んでいる。

昨年の意見・提言等で執行側へ対応を求めた項目の検証結果

議会報告会と町民との意見交換会　報告

議会報告会と町民との意見交換会へのご出席並びに貴重なご意見をお寄せいただき
ありがとうございました。
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厚
生
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

　厚生文教常任委員会は、委員会活動として
閉会中に行った所管事務調査の内容を、第８
回定例会において報告しました。
※ 内容は要約されています。報告書はホー
ムページでご覧になれます。
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【会期：８月23日】
第７回臨時会 一般会計補正予算と

工事請負契約の締結２件を可決

平成29年度 補正予算

2,107万円 増
総額82億9,508万円

◇ 円山・石山導水路測量調査設計委
託料（災害費）

◇ 円山調整池機械設備診断委託料（災
害費）

◇町営育成牧場業務委託料（３件）
◇ 清水小学校プール維持管理費（開
館期間１か月延長）

1,860万円の増額

83万円の増額

421万円の増額
127万円の増額

一般会計
　（４・５回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

●御影12号道路 ( 平和橋 ) 災害復旧工事
　　【契約金額】176,245,200円　
　　【契約の相手方】田村建設株式会社

●平成29年度排水路災害復旧工事その13（中野1）
　　【契約金額】    85,748,760円 
　　【契約の相手方】清水開発工業株式会社

工事請負契約の締結

第７回臨時会では、専
決処分の承認、一般会計補正予算、工事請負契約
の締結２件の審議を行い、原案のとおり承認・可
決しました。

臨時議会
DIGEST

ダイジェスト



８
月

22日
　北海道町村議会広報研修会（札幌市）
23日
　第７回町議会臨時会
　全員協議会
　総務産業常任委員会
24日
　厚生文教常任委員会
29日
　議会活性化特別委員会
30日
　議会運営委員会

９
月

６日
　議会運営委員会
７日
　総務産業常任委員会（合同作況調査）
13・21・22・25・26・28日
　第８回町議会定例会
13・21日
　総務産業常任委員会
13・15日
　厚生文教常任委員会
22日
　全員協議会
22日
　議会活性化特別委員会

10
月

６日
　議会活性化特別委員会
23日
　議会運営委員会
　厚生文教常任委員会

11
月

６日
　第９回町議会臨時会
　議会運営委員会
　議会活性化特別委員会
７日
　十勝町村議会議員研修会（更別村）
８・９日
　厚生文教常任委員会　視察調査
　（訓子府町・美唄市）
10日
　�浦幌町議会との防災に関する意見交

換会

議会のうごき

議会を傍聴して
みませんか

開 会
12月12日
（火曜日）

　12月定例議会は
12月12日に開会を
予定しています。傍
聴は受付簿に住所・
氏名を記入するだけ
ですので、気軽にお
いでください。

清水町議会ホームページ　http://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai
清水町議会 e-mail　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

　９月の第８回定例会は、台風18号災害による道路・橋梁・河
川などの単独災害復旧工事、昨年の台風10号災害による農地・
農業用施設災害復旧工事に関わる補正予算の審議が中心でした。
　昨年の災害で、町として今後検討すべき災害対応の課題が町民
意見として多く出されていますが、、議会報告会と町民との意見
交換会においても、議会として検討すべき意見があります。
　町の「災害対応報告書」、９月発行の新たな「防災ガイドマップ」
などの検討を含め、議会対応が必要です。

議会運営委員会委員　木　村　好　孝

編 集 後 記

　★議会中継は清水町議会のホームページから見ることができます

平成29年度 補正予算

1,488万円 増 総額85億6,897万円

◇介護予防ケアプラン作成委託料
◇�高齢者等短期入所事業委託料
◇保健福祉センター車両庫シャッター修繕工事
◇清掃センター焼却炉内部補修工事
◇除雪車借上料
◇清水公園池災害復旧工事

210万円の増額
326万円の増額
125万円の増額
157万円の増額
259万円の増額
102万円の増額

一般会計
　（８回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

【会期：11月６日】第９回臨時会
損害賠償の額の決定及び和解、
補正予算、議決事項変更を可決

臨時議会
DIGEST

ダイジェスト

　11月７日 ( 火）に更別村で開催さ
れた十勝町村議会議員研修会では、「士
幌高校生の思いが重なり町の未来を
紡いでいく」と題し、先生と生徒に
よる取組発表が行われました。士幌
高校は同校で栽培する有機ＪＡＳ認
証を受けたニンニクで国際的な農業生産工程管理の「グローバル
ＧＡＰ」（ＧＧＡＰ）の認証を取得。東京五輪・パラリンピック
での食材提供を目指しています。

TOPICS
トピックス

十勝町村議会議員研修会

議会

工事請負契約の締結の議決事項の変更
①【工事名】御影12号道路（平和橋）災害復旧工事　
　  【契約金額】　変更前 176,245,200円　→　変更後 197,575,200円
②【工事名】羽帯24地区町営牧場災害復旧工事
　  【契約金額】　変更前 52,704,000円　→　変更後 66,571,200円

【事故の概要】平成29年10月6日、町道を走行中、道路の穴に車輪が
落ち、相手側の車両のタイヤ及びアルミホイールに損害を与えた。
【損害賠償額】103,240円（過失割合50％相当額）


